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総額1,684億8,200万円総額1,684億8,200万円
平成30年度予算の概要一般会計・特別会計・病院事業会計を合わせて
一般会計
特別会計
病院事業会計

総額

915億円   　　　
652億3,200万円
117億5,000万円

1,684億8,200万円

（前年度比1.2％増）
（前年度比9.4％減）
（前年度比0.3％減）

（前年度比3.3％減）～「子育て」・「地域資源の利活用と魅力発信」を重視～

市税
460億8,600万円
50.4％（0.3％）国庫支出金

154億6,862万円
16.9％（3.6％）

市債
56億5,740万円
6.2％（▲14.7％）

県支出金
54億4,406万円
5.9％（6.8％）

その他
自主財源
20億7,364万円
2.3％（4.3％）

繰入金
27億1,732万円
3.0％（17.6％）

諸収入
26億1,289万円
2.9％（0.7％）

使用料及び手数料
17億3,207万円
1.9％（1.1％）

地方消費税交付金
52億円
5.7％（13.0％）

地方交付税
28億7,000万円
3.1％（▲4.3％）

その他
依存財源
16億3,800万円
1.7％（4.3％）

一般会計（歳入）の内訳

〈歳入の主な増減〉
市税…市民税が前年度比1.5％増の227億5,600万円、軽自動車税が6.3％増の3億3,700
万円などにより、全体で対前年度比0.3％増
繰入金…財政調整基金からの繰入金の増などにより、対前年度比17.6％増
国庫支出金…子ども・子育て支援給付費に係る負担金が増加したことなどにより、対前年
度比3.6％増
市債…公共施設整備に係る通常債の減などにより対前年度比14.7％減

依存財源
362億
7,808万円
39.5%
（1.3％）

自主財源
552億
2,192万円
60.5%
（1.2％）

一般会計
歳入
915億円

特別会計の内訳

９つの特別会計　総額652億3,200万円
　特別会計は、特定の歳入歳出を、一般の歳入歳出と
区別して経理するための会計です。
　９つの特別会計の総額は、６５２億３,２００万円で、前
年度に比べ９.４％減となっています。

特別会計予算

一般会計予算

331億9,000万円

37億3,000万円

176億2,000万円

4,200万円

2億8,000万円

1億3,000万円

20億6,000万円

78億2,000万円

3億6,000万円

652億3,200万円

▲17.0

9.4

5.3

0.0

▲3.4

▲13.3

▲35.6

▲0.2

▲7.7

▲9.4

特　別　会　計 対前年度比（%）

国 民 健 康 保 険 会 計

後 期 高 齢 者 医 療 会 計

介 護 保 険 会 計

母子父子寡婦福祉資金貸付金会計

東越谷土地区画整理事業費会計

七左第一土地区画整理事業費会計

西大袋土地区画整理事業費会計

公 共 下 水 道 事 業 費 会 計

公共用地先行取得事業費会計

計
市民税

6万6,764円
固定資産税
5万2,194円

軽自動車税
989円

市たばこ税
6,542円

事業所税
1,957円

都市計画税
6,765円

＊市民１人当たりの額は、3月1日現在の総人口（34万844人）で割ったものです

市民１人当たりの市税負担額は、13万5,211円
7万4,210円 5万4,700円 2万984円 1万7,355円 4万7,875円 5万3,327円

市民1人当たりの予算額は、26万8,451円
その他（負担金
や貸付、補修
費用などに）

委託料や光熱
水費などの管
理費に

学校、道路、公
園等の建設な
どに

市の借入金の
返済に

職員の給与や
議員報酬など
に

福祉サービスに

通常債：大規模な公共工事を実施する際の借金。
市では市債残高を減らすために、一般会
計の通常債の借り入れを、原則として毎
年度50億円以下に抑制しています

特例債：特例として借り入れた減税補てん債や臨
時財政対策債など国の政策による借金

市債（借入）残高

26

393
億円

297
億円

690億円

年度

411
億円

281
億円

692億円

27

687億円

421
億円

266
億円

28

431
億円

281
億円

712億円

29（見込み）

436
億円

266
億円

702億円

30（見込み）

通常債 特例債

歳出（目的別内訳）

＊表示単位未満を四捨五入しているため、各費目の合計が
合計値と一致しない場合があります

款　名 予　算　額 構成比（％）対前年度比（％）
5億9,552万円
87億124万円

430億2,302万円
84億5,339万円

7,024万円
5億6,359万円
5億1,819万円
93億9,426万円
33億8,424万円
94億5,810万円

2万円
71億5,239万円

6,581万円
1億2,000万円

915億円

0.7
9.5
47.0
9.2
0.1
0.6
0.6
10.3
3.7
10.3
0.0
7.8
0.1
0.1

100.0

0.4
4.3
1.9
3.8
8.9
▲7.7
▲8.0
2.3

▲17.1
1.8
0.0
0.3

▲13.2
0.0
1.2

議　会　費
総　務　費
民　生　費
衛　生　費
労　働　費
農林水産業費
商　工　費
土　木　費
消　防　費
教　育　費
災害復旧費
公　債　費
諸 支 出 金
予　備　費
合　　　計

B財政課☎963－9115
　平成３０年度は、第４次越谷市総合振興計画や、まち・ひと・しごと創生総合戦略の着実な推進と、市民が
誇れるいきいきと活性化するまちづくりをさらに推進するため、子育てしやすい環境づくりの推進や地域資源
の利活用と魅力発信への取り組みなど、安全・安心・快適なまちづくりを意識した予算編成を行いました。

＊歳入・歳出ともに表示単位未満を四捨五入しているため、各費目の合計が合計値と一致しな
　い場合があります。％は構成比、カッコ内は対前年度比
〈各項目の概要〉
・市税…市民税や固定資産税など
・繰入金…基金からの取り崩しなど
・諸収入…広告料収入や施設収入など
・使用料及び手数料…施設の利用や証明書を
発行する際にいただくお金
・その他自主財源…前年からの繰越金や分担
金および負担金など
・国庫支出金…国から交付されるお金
・市債…建設事業などを行うための市の借金

・県支出金…県から交付されるお金
・地方消費税交付金…消費税の一部が交付さ
れるもの
・地方交付税…地方の財政力を調整するため
国税の一部が交付されるもの
・その他依存財源…一定の割合で国や県から
交付されるお金など
◆自主財源…市が自主的に収入できるお金
◆依存財源…国や県の裁量で割り当てられる
お金

〈歳出の主な増減〉
扶助費…生活保護扶助費のほか、子どもや障がいのある方に係る給付費等が増加したこ
とにより、対前年度比5.8％増
公債費…小中学校空調設備設置事業に係る地方債の償還が開始することなどにより、対
前年度比0.3％増
普通建設事業費等…谷中分署整備や特別養護老人ホーム等施設整備に係る事業費の減な
どにより、対前年度比11.4％減
物件費…空調設備維持管理委託料や校内系ネットワークに係る電算委託料の増などによ
り、対前年度比2.3％増
繰出金…広域化に伴う国民健康保険特別会計への繰出金の減などにより、対前年度比1.1％減

〈各項目の概要〉
・扶助費…児童手当や生活保護などの福祉サ
ービス費
・人件費…職員の給与や議員報酬など
・公債費…市が借り入れた地方債（借金）の
返済金
・普通建設事業費等…学校、道路、公園など
の建設費など
・物件費…委託料や光熱水費などの管理費
・繰出金…特別会計の経費の一部を負担する

もの
・補助費等…ごみ処理や高齢者医療、病院な
どにかかる負担金や団体への補助金など
・維持補修費…施設の補修経費など
・その他…貸付金や予見できない支出に備え
る経費など
◆義務的経費…支出が義務付けられている経
費
◆投資的経費…将来に渡って使用できる建物、
道路などを整備する経費

一般会計（歳出【性質別】）の内訳

普通建設
事業費等
59億1,553万円
6.5%（▲11.4%）

維持補修費
4億1,084万円
0.5%（▲1.2%）

その他
3億102万円
0.3%（▲14.8%）

その他の
経費
344億
9,393万円
37.7%
（1.1%）

義務的
経費
510億
9,054万円
55.8%
（3.0%）

一般会計
歳出
915億円

扶助費
252億9,415万円
27.6%（5.8%）

人件費
186億4,400万円
20.4%（0.4%）

物件費
163億1,777万円
17.8%（2.3%）

繰出金
100億2,340万円
11.0%（▲1.1%）

公債費
71億

5,239万円
7.8%
（0.3%）

補助費等
 74億
 4,090万円
      8.1%
    （2.6%）

投資的経費
59億1,553万円
6.5%（▲11.4%）


